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第２章 安城市における空き家の現状と課題 

１ 安城市の概況 

（１）市街地形成 
「日本デンマーク」と呼ばれる安城市は、明治用水の恵みを受けて農業先進地

として発展してきました。明治時代以降工業化が進められてきたことから、市内

に多く存在していた田畑は次第に減少を続け、現在では市の面積の 40％ほどに

なっています。戦後に入り、中部経済圏の中核都市名古屋から 30km 圏内に位

置することや、自動車産業の中心地である豊田市等の内陸工業都市及び衣浦臨海

工業都市に隣接しているという恵まれた立地条件により、都市化・工業化やベッ

ドタウン化が進みました。 

市街地の形成は、国道１号やＪＲ東海道本線、名鉄名古屋本線が通る地域を中

心に始まり、鉄道各駅を中心にして広がりました。現在市街化区域は全市域の

25％を占めています。土地区画整理事業による計画的な市街地整備を積極的に

進めており、現在は施行中を含めて市街化区域の約 50％が土地区画整理事業に

より整備されています。 

総合計画において、リニア中央新幹線の開業や民間投資の状況等の社会情勢を

見据えて、戦略的に土地利用を進めることにより、誰もが住みたくなる魅力的な

まちづくりを進め、将来を担う若者や子育て世代の定住を促進しています。 

■土地利用構想図 

  
資料：安城市「第９次安城市総合計画（案）」 
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■土地区画整理事業実施状況 

地区名 
施行

主体 

地区面積 

(ha) 
事業年度 摘要 

安城 市 99.28 昭和 29 年度～昭和 35 年度 施行済 

今村 市 45.85 昭和 39 年度～昭和 44 年度 施行済 

安城小川 組合 18.08 昭和 47 年度～昭和 51 年度 施行済 

安城今本町 組合 11.8 昭和 48 年度～昭和 51 年度 施行済 

二本木 市 71.26 昭和 44 年度～昭和 50 年度 施行済 

安城二本木北部 市 51.75 昭和 51 年度～昭和 59 年度 施行済 

安城駅前 市 11.60 昭和 45 年度～昭和 62 年度 施行済 

安城南部 市 74.54 昭和 49 年度～平成 2 年度 施行済 

安城東部 市 63.20 昭和 50 年度～平成 2 年度 施行済 

安城和泉 市 85.81 昭和 53 年度～平成 2 年度 施行済 

安城池浦特定 組合 14.78 昭和 60 年度～平成 7 年度 施行済 

安城北部 市 154.61 昭和 61 年度～平成 25 年度 施行済 

安城新幹線駅周辺 市 118.44 昭和 61 年度～平成 18 年度 施行済 

安城作野 市 95.47 昭和 63 年度～平成 20 年度 施行済 

安城横枕 市 6.31 平成６年度～平成 13 年度 施行済 

安城大道山 組合 1.33 平成 10 年度～平成 15 年度 施行済 

安城桜井駅周辺特定 市 93.81 平成 11 年度～令和 6 年度 施行中 

安城南明治第一 市 16.7 平成 19 年度～令和 8 年度 施行中 

安城南明治第二 市 3.3 平成 21 年度～令和 2 年度 施行済 

三河安城駅南 組合 17.70 令和４年度～令和 1３年度 施行中 
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■土地区画整理事業実施状況図 

 
※安城市都市計画総括図に加筆 
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（２）人口・世帯 

ア 人口・世帯数の推移 

国勢調査によると、本市の 2020 年の人口は 187,990 人、世帯数は 75,253

世帯、一世帯当たり人員は 2.5 人となっています。人口、世帯数ともに増加して

いるのに対し、一世帯当たり人員は年々減少しています。 

住民基本台帳による人口は、2020 年の 190,155 人をピークに減少に転じ

ました。 

 

■安城市の人口・世帯数・一世帯あたり人員の推移 

 
資料：総務省「国勢調査」 

■安城市の住民基本台帳人口の推移 

 
資料：「安城の統計」（各年 10 月 1 日時点） 
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イ 人口動態 

本市の出生数は２０１４年以降減少傾向となっている一方、死亡数は過去 20

年にわたって増加傾向にあります。2021 年には、出生数と死亡数がほぼ同数と

なり自然増が最小になりました。 

一方、社会増減は、2011 年から 2019 年までは社会増が社会減を上回りま

したが、2020 年以降、新型コロナウイルス感染症の流行の影響もあり、社会増

減数はマイナスに転じ、2021 年では 20 年間で最大の減少値となっています。

この傾向が今後も続く場合、空き家の増加につながることが想定されます。 

 

■安城市の自然増減の経年変化 

 

■安城市の社会増減の経年変化 

 
資料：愛知県「愛知県人口動向調査」（安城の統計） 
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ウ 人口の将来予測 

総合計画の人口推計によると、今後いったん増加するものの、2027 年をピー

クに減少する見込みです。年少人口および生産年齢人口は年々減少する一方、老

年人口は増加し、少子高齢化が急速に進む見込みです。 

この見通しに対して、子育て世代と子ども、そして若い世代の転出に対して、

新たな市街地形成に基づいた優良宅地の供給や積極的な子育て施策の推進、そし

て企業立地の推進など産業振興による豊かな地域経済や健全な雇用環境の創出

により転出抑制と転入促進を図ることを通じて人口増加局面への転換を目指し

ます。これにより、2047 年までは人口の増加を展望します。 

 

■将来人口の見通し 

 
資料：安城市「第９次安城市総合計画（案）」 

 

■将来人口の展望 

 
資料：安城市「第９次安城市総合計画（案）」 
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エ 家族類型別世帯数の推移 

世帯数は増加を続けており、とりわけ、単身世帯と夫婦のみの世帯が大きく増

加しています。2015 年から 2020 年の５年間では、増加した世帯数 4,440

世帯のうち約８９％にあたる 3,938 世帯が単身世帯と夫婦のみの世帯となって

います。 

■安城市の家族類型別世帯数 

 
資料：総務省「国勢調査」 

 

オ 高齢世帯数の推移 

65 歳以上のいる世帯数は増加しており、2020 では、25,269 世帯のうち、

49.5%が単身世帯と夫婦のみの世帯となっています。 

■安城市の 65 歳以上の世帯員がいる世帯数の推移 

 
資料：総務省「国勢調査」 

49.5% 
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（３）空き家数・空き家率の推移 
住宅・土地統計調査における本市の空き家戸数は 2013 年の 7,1４0 戸から

2018 年の 5,350 戸と 5 年間で 25%減少しました。二次的住宅以外のすべて

の区分で減少しています。空家等対策計画において、対象となる「居住目的のな

い空き家」については、2013 年の 3,290 戸から 2018 年は 1,710 戸に減少

し、2003 年以降最小となっています。 

愛知県全体でも 5 年間で空き家数は 6.7%減少しています。一方、全国では

3.6%増加しています。 

■空き家数の推移（安城市）

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」 

 

■住宅・土地統計調査における空き家とは 

空き家は、ふだん人が居住していない住宅のうち、一時現在者のみの住宅及び建築中の住宅を除くも

ので、以下に区分されています。 
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（共同住宅の空き室を含む） 

居住目的のない空き家：住宅・土地統計調査における「その他の住宅」。上記の他に人が住んでいな

い住宅で、例えば、転勤・入院等のために居住世帯が長期にわたって不在の

住宅や建て替え等のために取り壊すことになっている住宅等 
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2018 年における安城市の空き家率 7.0%は、全国平均、愛知県平均よりとも

に低く、県内 38 市中最も低い値となっています。「居住目的のない空き家」に

限った空き家率では、長久手市の 1.7%に次いで低い 2.2%となっています。 

全国 1,086 の市区及び人口１万５千人以上の町村のうち、安城市の空き家率

は 19 番目に低い値となっており、空き家率の低い自治体の上位 1.8%に入って

います。このことから、本市の空き家の流通が活発であることが推察されます。 

 

■愛知県内各市の 2018 年度空き家率 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」 

 

■愛知県内各市の 2018 年度居住目的のない空き家率 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」 
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（４）空き家になる可能性がある住宅 
住宅・土地統計調査によると 2018 年における市内 70,130 世帯のうち、

1,710 世帯は 75 歳以上の単身です。これらの住宅は、将来、空き家になる可

能性があり、今後、空き家が増加していくことが予想されます。 

 

■世帯の型別、住宅の建て方別主世帯数（2018 年） 

 
資料：総務省「住宅・土地統計調査」 

※「高齢夫婦」とは夫 65 歳以上、妻 60 歳以上の夫婦を指します。 

  

総数 一戸建 長屋建 共同住宅 その他
総数 70,130 34,820 1,670 33,530 110
  65歳未満の単身 12,160 1,210 540 10,410 -
  30歳未満の単身 3,080 30 130 2,910 -
  30～64歳の単身 9,080 1,170 400 7,500 -
  65歳以上の単身 5,130 3,030 200 1,900 -
    うち75歳以上の単身 2,760 1,710 130 910 -
  夫婦のみ 11,760 6,170 170 5,420 10
    うち高齢夫婦 5,170 3,910 60 1,200 -
  夫婦と３歳未満の者 2,340 910 120 1,310 -
  夫婦と３～５歳の者 2,230 810 40 1,380 -
  夫婦と６～９歳の者 2,850 1,790 60 1,000 -
  夫婦と10～17歳の者 5,630 3,450 20 2,140 20
  夫婦と18～24歳の者 3,900 2,390 - 1,510 -
  夫婦と25歳以上の者 8,750 7,220 90 1,430 10
  夫婦と18歳未満及び65歳以上の者 710 710 - - -
  その他 10,020 6,240 160 3,580 30
高齢夫婦のいる世帯 11,360 9,470 150 1,720 20
65歳以上の者のみの世帯 10,310 6,880 280 3,150 -
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２ 空き家実態調査 

（１）調査概要 
2022 年度に空き家の実態調査を行いました。 

ア 調査対象 

市内全域における１年以上居住者がいないと思われる戸建て住宅等 

イ 調査期間 

2022 年 4 月 23 日から 2023 年 2 月 28 日まで 

ウ 調査方法 

(ア) 空き家候補の抽出 

以下のＡ又はＢに該当する住宅を空き家候補としました。 

A：水道データによる住宅の抽出 

水道データを用いて、以下の手順により抽出しました。 

(a) 小規模住宅用地の条件等より戸建て家屋が存在する画地を抽出しま

した。 

(b) (a)から市が把握済みの空き家を除外しました。 

(c) (b)から水道使用量が 1m3 以下の画地を抽出しました。 

 

B：町内会での判断に基づく抽出 

町内会へ調査を依頼し、報告のあったものを空き家候補としました。 

 

(イ) 現地調査 

空き家候補の住宅について現地調査を行い、現地調査項目の危険性・生活環境・

防犯性における点数に基づき、空き家の危険度判定を行いました。中でも、ラン

ク２からランク５までの空き家を「問題のある空き家」として扱います。 

 

(ウ) 所有者への調査 

現地調査結果と、安城市で把握している現況空き家一覧リスト及び過去の意向

調査結果を照合のうえ、一部の所有者を対象に空き家であるか否かに関する調査

を行いました。 

なお、この調査は、後述する「３ 空き家所有者アンケート調査」に組み込ん

で実施しました。 
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■現地調査項目 
項目 選択肢 項目 選択肢 

物件 

情報 

用途 

① 住宅 

② 店舗併用住宅 

③ 事務所併用住宅 

④ その他 

表札等 

表札 

① あり 

② なし 

構造 

① 木造 

② 非木造 

③ 不明 

表札名称 

 

建て方 

① 一戸建て 

② 長屋建て 
ポスト 

① 空 

② 塞がれている 

③ 満杯 

④ 未設置（確認不能含む） 

建物階数 

① 1 階 

② 2 階 

③ 3 階 

④ 4 階以上 

電気 

メーター 

① 停止 

② わずかに稼働 

③ 発見できない/確認不能 

④ その他 

接道状況 

① 1.8m 未満 

② 4ｍ未満 

③ 4m 以上 

④ 接道無し 

売貸の看板 

① あり 

② なし 

危

険

性 

倒

壊

の

恐

れ 

建物の傾斜 

① 傾斜なし（0 点） 

② 軽度に傾斜（1 点） 

③ 大きく傾斜（2 点） 

生

活

環

境 

衛

生

面 

汚物 

① なし（0 点） 

② 少量放置（1 点） 

③ 大量に放置（2 点） 

基礎・土台 

① 損傷なし（0 点） 

② 基礎の亀裂や土台の腐食等の破

損がある（1 点） 

③ 確認不能 

臭気 

① なし（0 点） 

② 敷地内のゴミ等の臭気が発

生（1 点） 

柱 

① 損傷なし（0 点） 

② たわみや傾斜、腐朽等の破損が

ある（1 点） 

③ 確認不能 

敷地内のゴ

ミ 

① なし（0 点） 

② 少量放置（1 点） 

③ 大量に放置（2 点） 

屋根 

① 損傷なし（0 点） 

② 一部損傷（1 点） 

③ たわみ、崩落等著しく損傷（2

点） 

④ 屋根の機能を果たしていないほ

どの損傷箇所がある（3 点） 

ネズミ・ハ

エ等 

① なし（0 点） 

② 少し発生（1 点） 

③ 大量に発生（2 点） 

外壁 

① 損傷なし（0 点） 

② 一部損傷（1 点） 

③ 穴が空いている等著しく損傷（2

点） 

④ 外壁の機能を果たしていないほ

どの損傷箇所がある（3 点） 

⑤ 確認不能 

景

観

面 

落書き 

① なし（0 点） 

② 少しある（1 点） 

③ 大量にある（2 点） 

外壁と道路

の距離 

① 道路に最も近い空き家の外壁と

道路の距離がおおよそ 1m 未満 

② 道路に最も近い空き家の外壁と

道路の距離がおおよそ 1m 以上 

看板の破損 

① なし（0 点） 

② 一部破損（1 点） 

③ 大きく破損（2 点） 

防

犯

性 

そ

の

他 

窓ガラス 

① 損傷なし（0 点） 

② ヒビ割れあり（1 点） 

③ 割れ落ちているところがある（2

点） 

④ 確認不能 

立木等の繁

茂 

① 敷地内に収まっている（0

点） 

② 敷地外へ少し突出（1 点） 

③ 敷地外へ大きく突出（2 点） 

建具の開放 

① なし（0 点） 

② 開放されているところがある（2

点） 

③ 確認不能 

雑草 

① 手入れされている（0 点） 

② 一部で繁茂（1 点） 

③ 全体的、大量に繁茂（2 点） 

塀 

① 損傷なし/塀なし（0 点） 

② 一部破損（1 点） 

③ 大きく崩れていたりはらんでい

たりする（2 点） 

現地空き家判定 

① 空き家 

② 空き家でない 
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（２）調査結果 

ア 空き家件数 

空き家実態調査及び市が把握している現況空き家一覧リストに基づき、２０２

２年度における本市の空き家件数は 764 件となり、2016 年度の実態調査より

も 121 件（18.8％）増加しました。 

2016 年度に把握した問題のある空き家件数は、２０２２年度までに 160 件

から 78 件まで減少しました（P.16 参照）。しかし、６年の間に、ランクの変更

や新たに発覚した空き家があったため、2022 年度実態調査では 133 件まで増

加しています。 

■ランク別空き家件数 

ランク 空き家の状況 判断基準 

空き家件数 

2016 

年度 

2022 

年度 

5 
危険性において倒壊の可能性が

高く、敷地外への影響も大きい 

危険性に 3 点の項目があり、 

敷地外への影響大 
3 2※1 

4 

危険性において倒壊の可能性

が高いが、敷地外への影響は

ほとんどない 

危険性に 3 点の項目があり、

敷地外への影響小 

（ランク 5 以外） 

5 3 

3 
危険性において著しい問題を

する 

危険性に 2 点の項目がある 

（ランク 4,5 以外） 
26 17 

2 

危険性の問題は一部に留まる

ものの、生活環境、防犯性に

関して著しい問題を有する 

指標のいずれかに 2 点の項目

あり（ランク 3～5 以外） 
126 111 

1 
危険性、生活環境、防犯性に関す

る問題はいずれも一部に留まる 

指標のいずれかに 1 点の項目

あり（ランク 2～5 以外） 
211 291 

0 問題無し 全指標において問題がない 272 340 

合計 643 764 

※１ 2023 年 4 月に 1 件解消 

■実態調査における空き家の件数の変化 

項目 
2016 年度 

実態調査時点 

2022 年度 

実態調査時点 
増減 

問題のある空き家 160 
133 

（78+55）※2 
△27 

その他の空き家 483 631 148 

空き家数の合計 643 764 121 

     ※2 78 件まで解消したが、新たに５５件発生 

  

問
題
の
あ
る
空
き
家 
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イ 問題のある空き家のランク別解消状況 

2016 年度時点に存在した問題のある空き家のうち、ランク 2 の空き家にお

いては 50%を下回っていますが、ランク３以上で 50％を超えています。ラン

ク３以上の空き家の解消率が高い点については、市からの助言や指導により解消

につながったものと考えられます。なお、ランク５の解消された空き家について

は、２件とも市の行政代執行（参考資料ｐ61）により解消しています。 

■2016 年度時点の問題のある空き家のランク別解消率 

ランク 
2016 年度時点の 

問題のある 

空き家件数 

解消されて 

いない 

空き家件数 

解消された 
空き家件数 解消率 

ランク 5 3 1 2 67% 
ランク 4 5 1 4 80% 

ランク 3 26 11 15 58% 

ランク 2 126 65 61 48% 

合計 160 78 82 51% 
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ウ ランク別の問題のある空き家（ランク２～５）の分布 

空き家は市内全域に広く分布しています。 

 

■2022 年度調査における問題のある空き家（ランク２～５）の分布 

 
※桜井学区におけるランク 5 の空き家は 2023 年 4 月に解消 
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エ 区域区分別空き家件数と解消率 

空き家件数を区域区分別にみると、市街化区域の方が多くなっていますが、問

題のある空き家件数は、市街化調整区域の方が多くなっています。 

 

■空き家の区域区分別・ランク別割合 

 
 

 

2016 年度時点で存在した問題のある空き家 160 件の解消を区域区分別に

見ると、市街化区域で 51 件/86 件（59%）、市街化調整区域で 31 件/74 件

（42%）解消されています。解消数、解消率ともに市街化区域の方が多くなっ

ています。 

■2016 年度時点の問題のある空き家の解消状況（2022 年度末） 

      
  

ランク0

51%ランク1

38%

ランク2

9%

ランク3

2%

ランク4

0% ランク5

0%

ランク0

34%

ランク1

39%

ランク2

23%

ランク3

3%

ランク4

0% ランク5

1%

問題のある
空き家比率

11%
（50件）

問題のある
空き家比率

27%
（83件）

市街化区域（459件） 市街化調整区域（305件）

解消済

51

59%

既存

35

41%

市街化区域（86件）

解消済

31

42%

既存

43

58%

市街化調整区域（74件）
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オ 所有者の居住地別に見た問題のある空き家の解消状況 

2016 年度時点で存在した問題のある空き家 160 件のうち、市内在住者が所

有する空き家はおよそ 4 分の 3 となっています。 

問題のある空き家の解消状況を所有者の居住地別に見たところ、安城市内、安

城市外とも半数強の空き家が解消されており、所有者の居住地による解消率の差

は見られません。 

 

■2016 年度時点の問題のある空き家の所有者の居住地 

 

■2016 年度時点の問題のある空き家の所有者の居住地別解消状況 

所有者の居住地  

2016 年度時点の 

問題のある 

空き家件数 

既存 解消済 解消率 

安城市内 117 57 60 51% 

安城市外 
 29 14 15 52% 

愛知県内 22 10 12 55% 

愛知県外 7 4 3 43% 

不明  14 7 7 50% 

合計 160 78 82 51% 

※不明：当初所有者が確知できない状態だったもの（未登記、遺産分割協議中等） 

  

安城市内

73%

愛知県内

14%

愛知県外

4%

不明

9%
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３ 空き家所有者アンケート調査 

（１）調査概要 

ア 調査対象 

2022 年度に実施した空き家の実態調査における現地調査結果と、市が把握

している既存の空き家情報や過去に実施したアンケート調査結果等を照合し、対

象者とする空き家の所有者を無作為抽出しました。 

 

イ 調査時期 

2023 年１月５日から 27 日まで 

 

ウ 調査方法 

回答者、対象建物の状況、管理状況、今後の活用意向等の 22 の設問を設定し、、

アンケートを行いました。 

 

エ 回収状況 

アンケートを 288 人に送付し、189 人から回収しました。 
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（２）調査結果 

ア 空き家の活用について 

今後の活用方針について、維

持・管理を継続すると回答した人

が半数でした。また、売却、賃貸、

地域活用といった、空き家の活用

をしたいと回答した所有者は

38%（57/149）でした。 

 

 

空き家の活用について、困りご

とや心配ごとがある所有者は

53%（79/150）に上りました。

中でも、「何もわからない」と回答

した所有者が多く、空き家の活用

に関する情報提供が望まれてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空き家バンクについては、設置

した場合に登録を希望する所有

者は 16％（22/141）でした。 

 

 

■今後の活用方針（複数回答可） 

50%, 74

38%, 57

23%, 34

19%, 28

11%, 17

8%, 12

0 20 40 60 80

維持・管理

利活用したい

予定なし

解体

相続人次第

その他

（人）

N=149

■空き家の活用に関する困りごと（複数回答可） 

41%, 32

25%, 20

25%, 20

24%, 19

23%, 18

14%, 11

11%, 9

4%, 3

4%, 3

18%, 14

0 10 20 30 40

何もわからない

解体後の固定資産税等

賃貸・売却先の不在

解体費用が負担

家財の処分

相続の問題

大規模修繕費用

管理できない

親族間の合意形成

その他

（人）

N=79

困りごと、心配していることの内容

困っている

53%, 79

困っていない

47%, 71

N=150

■空き家バンクの登録希望について 

希望する

16%, 22

希望しない

84%, 119

N=141
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イ 空き家の適切な管理について 

空き家の維持・管理について困

り ご と が あ る 所 有 者 は 49%

（72/147）であり、そのうち、

管理の手間がかかることに困って

い る 所 有 者 が 最 も 多 く 、 56%

（40/72）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安城市シルバー人材センターが

提供している空き家の維持・管理作

業を代行する「空き家管理代行サー

ビス」について、知らない、関心が

な か っ た と 回 答 し た 所 有 者 は

66％（98/148）となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■空き家の維持・管理に関する困りごと（複数

回答可） 

56%, 40

35%, 25

28%, 20

13%, 9

4%, 3

1%, 1

24%, 17

0 10 20 30 40 50

管理の手間

現住所が遠方

身体・年齢的な問題

近隣からの苦情

管理の依頼が大変

委託料の負担

その他

（人）

N=72

困っていることの内容

困っている

49%, 72

困っていない

51%, 75

N=147

■シルバー人材センターによる空き家管理

代行サービスについて 

知らないし

興味はない

40%, 59

今まで関心がなかったが、

内容を知りたい

26%, 39

知っているが利用

したことはない

26%, 38

知っており利用

したことがある

2%, 3

その他

6%, 9

N=148
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ウ 空き家の相談窓口について 

維持・管理に関連する各種相談窓

口や、空き家相談会や補助金等の情

報提供を望む所有者がいることか

ら、所有者の求める情報を適切に提

供できる窓口を充実させる必要があ

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■空き家の維持・管理に関する情報提供につい

て（複数回答可） 

35%, 35

33%, 33

22%, 22

5%, 5

38%, 38

0 10 20 30 40 50

活用、維持管理、相続問題などについて

相談できる窓口を教えてほしい

解体やリフォームについて

相談できる窓口を教えてほしい

宅建業者や相談できる窓口を教えてほしい

ボランティアや地域活動などの

窓口を教えてほしい

その他

（人）

N=100

■空き家相談会や補助金等の情報提供につい

て 

 

情報提供を

希望する

59%, 85

情報提供を

希望しない

41%, 60

N=145
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４ 空家等対策における課題 

空き家の推移を全国値でみると、一貫して増え続けており、特に「居住目的の

ない」空き家では 1998 年の 182 万戸から 2018 年には 349 万戸と、20 年

間で 1.92 倍に増加しました。全国的な人口減少・高齢化から、居住目的のない

空き家は今後も増え続けるものと考えられます。 

安城市の総合計画においては、推計では 2027 年まで、展望では 2047 年ま

で人口増加が続くものと想定しており、全国値予測のような高い空き家率にはな

らないと考えられるものの、今後、人口・世帯数が減少に転じると、空き家数は

さらに増加していくことが見込まれます。 

「所有者アンケート調査結果」によると、（参考資料 p69）空き家になった理

由は、相続 39％、施設入所や長期入院 24%、転居 20％となっており、相続や

住み替え等によって空き家が発生した際にどう対応してよいのかわからず、資産

としてとりあえずそのままにしているケースが多いことが想定されます。所有者

等が将来を見越して適切に対応できるようにすることが重要です。 

空き家実態調査、空き家所有者へのアンケート調査、空家等対策の取組結果よ

り、今後の課題を整理しました。 

 

■空き家数の推移（全国値） 

 
 

資料：総務省「住宅・土地統計調査」 

30 37 42 50 41 41 38

234 262 352 398
448 460 462

131
149

182
212

268
318

349

9.4%
9.8%

11.5%
12.2%

13.1%
13.5% 13.6%

3.1% 3.2%
3.6% 3.9%

4.7% 5.3%
5.6%

0%

5%

10%

15%

0

200

400

600

800

1,000

1988 1993 1998 2003 2008 2013 2018

二次的住宅（別荘等）（左軸） 賃貸用又は売却用の住宅（左軸）

居住目的のない空き家（左軸）

空き家率（右軸） 居住目的のない空き家率（右軸）

空
き
家
数

空
き
家
率

（万戸） （％）

（年）

合計:394

合計:448

合計:576

合計:659

合計:757

合計:820
合計:849
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（１）「問題のある空き家」の発生予防・抑制 

ア 空き家となった家屋と状態の速やかな把握 

空き家のうち、賃貸や売却用を除く空き家は、建物所有者の介護施設への入所

や、相続等で発生します。全国的な課題である人口減少・高齢化から、今後も空

き家の発生は避けられません。そのため、空き家となった家の状態を速やかに把

握し、所有者等へ適切な管理を促すことが必要です。 

イ 効果的な情報提供等による所有者の意識醸成 

「問題のある空き家」は、空き巣や放火、不法占拠等犯罪の温床につながる可

能性があることや、景観を損なうことで地域の生活環境が悪化し、ひいては地域

の資産価値の低下に繋がる等、空き家が所在する地域に対して、地域に対して悪

影響を及ぼします。したがって、空き家をそのまま放置することは周辺に迷惑が

かかるということを所有者に理解してもらい、適切な管理もしくは活用を進めて

いただくことが必要です。 

（２）活用の促進 

ア 各種情報提供の充実 

空き家の活用や困りごとの解決に関する情報へのニーズは高く、情報提供や相

談窓口の充実が求められています。 

イ 活用を促す仕組みの構築 

安城市は不動産の流通が活発であり、こうした市の特性を活かし空き家の解消

を進めるには空き家の活用を促進する仕組みが有効であると考えます。 

「所有者アンケート調査結果」（ｐ21～p22）から、空き家を活用したい声は

多いものの、空き家バンクを希望するニーズは高くないことから、別の形で、活

用希望者と空き家所有者をつなぐ仕組みが必要です。 

また、空き家の中には、立地や建築物の状態等の理由により活用が進まないも

のがあります。このような物件の活用について、先進事例の収集や調査研究を行

い対策の検討が必要です。 
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（３）「問題のある空き家」の解消 

ア 各種情報提供の充実 

空き家の管理が手間となっている所有者等が存在します。例えば、シルバー人

材センターへの委託という管理手段があるにもかかわらず、その利用が少ない状

況は、適切な情報提供が行き届いていないことを示しています。空き家の管理に

関する情報へのニーズは高く、情報提供の充実が求められています。 

イ 適切な管理を促す対策の実施 

所有者等は空き家の管理を適切に行わなければなりません。しかし、空き家が

適切に管理されずに腐朽したことにより、周辺に悪影響を及ぼす状況が見られま

す。このような「問題のある空き家」については、所有者等に対し適切な管理、

除却を促すための啓発や指導等を行うことが必要です。 

ウ 特定空家等の解消 

特定空家等は、周辺に著しく悪影響を及ぼし、そのまま放置することが不適切

であるため、除却等により特定空家等を解消していくことが必要です。そのため

には、所有者等に対し指導、勧告等を行い、適切な対応を促すとともに、空家法

に基づく措置を行うことが必要です。 

（４）相談体制の構築 

ア 相談窓口の充実 

「所有者アンケート調査結果」（p23）から、空き家に関する様々な分野の窓

口が求められており、それぞれの専門家へ相談できる体制づくりが必要です。 

 


